
＜国語科での「話すこと・聞くこと」の学習経験について＞ 
本学級の児童は、国語の学習に意欲的に取り組む児童が多い。 

３学年では、「話し合って決めよう」の学習で、グループでの話合いを通して、意見を一つにまと
める学習を行った。さらに４学年となり、１学期に「話し合いのしかたについて考えよう」におい
て、学級会を通して、司会や提案等の役割を理解し、目的に向かって、互いの考えの共通点や相違
点を考えながら話し合う学習を積み重ねてきた。 

話合い活動に関するアンケート結果では、話合いが好きか尋ねてみると、話合いが好きな児童は
８４％、嫌いな児童は１６％である。話し合うことが好きであると答えている児童の理由として「い
ろいろな意見が言える」「みんなの意見が聞ける」などを挙げており、 

好きと答えた児童は自分の意見を進んで言ったり、他者の意見を 

積極的に聞いたりしていることが分かった。一方、話し合うことが 

嫌いと答えている児童の理由として「恥ずかしくて自分の意見が言え 

ない」「自分の言いたいことが分かってもらえない」等を挙げている。嫌いと答えた児童は自分の
意見を進んで言えない児童には、自信をもって自分の意見を言えるよ 

うにするための手だてを考えることが必要である。 

今まで話合いをしてよかったことはどんなことであるか尋ねてみると、「話し合って決めたことを
行うことができた」「話合いを通して、自分の意見をよりよいものに変えることができた」等と答
えた児童が最も多く、話合いのよさに気付いている児童は多い。 

また自分が筋道を立てて、相手を納得させる意見が言えるか尋ねる 

と、言えると答えた児童は７４％、言えないと答えた児童は２６％ 

であった。しかし、自分では相手を納得させる意見が言えていると 

感じている児童が多いが、クラスでの話合いの様子を見ていると、自 

分の意見は主張できるが、相手を納得させる意見はなかなか言えてい 

ないのが実態である。したがって、相手を納得させる意見というもの 

はどういう意見か理解し、その意見を言う経験をさらに積み重ねて力 

を付けていくことが大切であると考える。 

さらに話合いの中で、相手の話を何が言いたいのか考えながら聞き、 

自分の意見をもつことができるか尋ねると、自分の意見が言えると答 

えた児童は３４％にすぎず、聞くことはできるもののそれに対する自 

分の意見を言えない・あまり言えないと答えた児童が６６％であっ 

た。言えない理由としては、「考えられるものの何と言ってよいか分 

からない」「すぐには考えられない」等であった。クラスでの話合い 

の様子を見ていると、自分の意見はもてるが、相手の考えに対しての 

質問や意見が言えない児童が多いというのが実態である。したがって、ある程度限られた時間内で、
相手の意見に対して質問したり、意見を言ったりする経験をさらに積み重ねていくことも大切であ
ると考える。 

話合いをして、考えを一つにまとめる時に、どんな工夫をしているか尋ねてみると、「グループ全
員の意見を聞き、よりよい意見を選ぶ」「それぞれの意見のよいところを選び、意見を合わせる」「自
分の意見を言って、グループの人を納得させる」等と考えている児童はいるもののその数は少なく、
安易に「多数決で一つの意見にまとめる」と答えている児童が最も多く、話合いによる考えを一つ
にまとめるスキルが十分に備わっていないことが分かる。 
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第４学年１組 国語科学習指導案 
平成２６年１月３１日（金） 第５校時 
授業者    教諭     上村 寧 
場 所        ４年１組 教室 
児童数 男子 18 名 女子 20 名 計 38 名 

 

１ 単元名・教材名 話し合って考えをまとめよう「グループ協議をしよう」・「話合いモデル DVD」（自作） 

２ 単元について 
 （１）児童の実態 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    



＜日常生活での「話すこと・聞くこと」の経験について＞ 
   「話すこと」については、朝の会でスピーチ活動を行ってきた。順序を考えて話すこと、理由や事

例などを入れながら、筋道を立てて話すこと等を意識させてきた。順序を考えて話すことは多くの児
童ができるようになってきている。しかし、根拠に基づき必要に応じて理由づけをしたり、事例を挙
げたりしながら筋道を立てて話すことが十分にできる児童は少ない。 

  「聞くこと」については、講話朝会や生活目標朝会の後、うなずいたり相づちを打ったりして聞こ
うとしていたか、大事なことを落とさないで聞けたか、考えや感想をもちながら聞けたかを書かせた
り、クラス全体に聞いたりして確認してきた。うなずいたり相づちを打ったりして聞くことと大事な
ことを落とさないで聞くことはほぼできるようになってきている。しかし、考えや感想をもちながら
聞くことについては、考えがまとまらなかったり、感想をもてなかったりする児童がまだ多い。 

   「話し合うこと」については、学級活動におけるクラス全体での学級会において、みんなで折り合
いを付けて考えをまとめることを意識させて活動してきた。考えをまとめようとする発言をする児童
も多くなってきたが、話合いの目的からそれた発言をする児童もいる。  

また２年生との交流会で、グループ内の話合いを行った。その際には、全体のことを考えてよりよ
い考えにまとめることを意識させた。全体のことを考え、よりよい活動にしようと意見を発言する姿
も見られたが、自分のやりたいことに終始する児童もいた。 

算数では問題解決の際の練り上げの場面で二人組での話合い等の活動を行ってきた。二人組での話
合いでは、相手の話を聞いて自分の意見を述べることを意識させた。その結果、相手の話を聞いて自
分の意見を述べるということがほぼできている。 

 
 
 
 
（２）教材観・指導観 

本単元は、学習指導要領の第３学年及び第４学年「A 話すこと・聞くこと」目標（１）を受けて構成
している。目標 A（１）は次の通りである。 
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本単元「話し合って考えをまとめよう」は、目的に向かって、互いの考えの共通点や相違点を
考えながら話し合い、考えを一つにまとめる力をより確かなものにするために特設単元として設
定した。 
学級会形式で話合いを行うと司会役を全員経験させることが難しいため、６～７人で一つのグ

ループを構成し、必ず一人一回は司会を経験できるようにした。 
学級や学校への意識が高まっている学年として、自分達の学校生活に関わる議題を設定し、みん

なで話し合いたいという意欲を高めさせたい。自分達の学校生活にかかわる議題を六つ取り上げ、
繰り返し話合いの学習をすることで、みんなで考えを一つにまとめる力を付けていきたい。 
その際、様々な手だてを考えた。まず、司会マニュアルを全員に配付し、司会者や提案者などの

役割が理解できるようにした。また、考えを一つにまとめる協議の仕方についてのモデル DVD を
提示し、考えをまとめる力を付けさせたいと考えた。意見を進んで言えない児童にも、モデルの姿
をまねし、話合いを繰り返すことで、自信をもって自分の意見を言う力を付けていきたい。グルー
プ協議のときには、互いの考えの共通点や相違点を整理しやすいように短冊やシールを活用する。
さらに、話合いを行った後に、必ず振り返りの時間をとり、評価の規準を明確にした相互評価や自
己評価をすることで、話合いのスキルが定着していくものと思われる。 
さらに本単元の学習で、話し合って決まったことをみんなで実践していくことを通して、話合い

の大切さを実感させ、様々な生活の場で話合いで考えをまとめるよさを味わわせたい。 

 

○目的に向かって、互いの考えの共通点・相違点を話し合い、考えをまとめる力 

○司会者や提案者などの役割を果たす力 

 

（１）相手や目的に応じ，調べたことなどについて，筋道を立てて話す能力，話の中心に気を付け
て聞く能力，進行に沿って話し合う能力を身に付けさせるとともに，工夫をしながら話した
り聞いたりしようとする態度を育てる。 

 

本単元で付けたい力 



３ 研究主題との関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究主題 

自分の思いを豊かに表現し、話し合うことができる児童の育成 

 

 

 

視点１ 「話す力」「聞く力」「話し合う力」を育てる授業の工夫と改善 

《手だて① 付けたい力の明確化》 

・「めざせ！話合い名人！」を活用し、話合いの種類やめあてを常に意識できるようにする。 

・「司会マニュアル」を活用し、司会者や提案者などの役割が理解できるようにする。 

《手だて② 学習意欲を高める工夫》 

・自分達の学校生活にかかわる議題を設定し、みんなで話し合いたいという意欲を高める。 

・グループを決めて協議を行うという相手意識と、その協議で考えを一つにまとめ、活動

していくという目的意識をもてるようにする。 

《手だて③ 「書く」活動を効果的に取り入れた学習過程の工夫》 

・グループ協議の前に、一人ひとりが自分の考えをもてるようにワークシートを工夫し、

活用する。 

《手だて④ モデル学習の工夫》 

・考えを一つにまとめる協議の仕方についてモデルを提示し、考えのまとめ方や、司会者

や提案者などの役割が理解できるようにする。その際、様々な場面を想定したモデル

DVD を作成し、途中で DVD を止めて、児童一人ひとりが協議の仕方を考えられるよう

にする。 

《手だて⑤ 「話し合う」活動の工夫と充実》 

・互いの考えの共通点や相違点を整理しやすいように短冊やシールを活用する。 

・協議を進行に沿って進められるように、話合いが得意な児童・苦手な児童が混ざるよう

な６～７人のグループを編成する。 

・全員が司会者や提案者などの役割を経験できるように、協議を６回行う。 

《手だて⑥ 評価の工夫》      

 ・二つのグループが交互に相手のグループの話合いを見て、相互評価できるようにする。 

その際に、それぞれの役割に沿った評価の規準を明確にしたチェックシートを活用する。 

 ・学習の振り返りを行う際に、評価の規準を明確にした自己評価カードを活用する。 

 

  

 ・ 

仮説１児童一人ひとりの「話す力」「聞く力」「話し合う力」を育てる授業の工夫と改善

を行えば、目指す児童像にせまることができるのではないか。 

 

 

 

 

視点２ 豊かな語彙力や言語感覚を育てる日常活動の指導の工夫と改善 

《手だて① 日常活動の指導の工夫》 

 ・様々な教科等でも、国語で学んだ話合いの仕方（協議）を活用してグループ協議を行う。 

《手だて② 読書活動（学校図書館の利活用）の推進》 

 ・本の読み聞かせを聞いたり、「よむよむタイム」などの読書の時間を活用したりして、読

書活動を推進し、語彙力を高める。 

《手だて③ 言語環境の整備・充実》 

 ・授業で学習したことを教室内に掲示し、言語環境を整える。 

                   

仮説２児童一人ひとりの「話す力」「聞く力」「話し合う力」の基盤となる豊かな語彙

力と言語感覚を育てる日常活動の指導の工夫と改善を行えば、目指す児童像にせ

まることができるのではないか。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 単元の目標 

 ⑴ 互いの考えの共通点や相違点を考えながら、話合いを行おうとする。  

(国語への関心・意欲・態度) 

⑵ 司会者や提案者などの役割を理解し、その役割を果たすことができる。  (話すこと・聞くこと) 

⑶ 話合いの目的や進行に沿って、互いの考えの共通点や相違点を出し合い、考えをまとめることができる。 

                                    (話すこと・聞くこと) 

 ⑷ 意見や理由を述べる際に用いる言葉を知り、相手に応じて、適切な言葉を使い分けることができる。 

              (伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項) 

 

５ 単元の評価規準 

ア 国語への関心・意欲・態度 イ 話す・聞く能力 ウ 言語についての知識・理解・技能 

①活動に興味をもち、互い

の考えの共通点や相違

点を考えながら、進んで

話合いを行おうとして

いる。 

①司会者や提案者などの役割を理解し、そ

の役割を果たしている。 

②話合いの目的や進行に沿って、互いの考

えの共通点や相違点を出し合い、考えを

まとめている。 

①意見や理由を述べる際に

用いる言葉を知り、相手に

応じて、適切な言葉を使い

分けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○目的に向かって、互いの考えの共通点・相違点を話し合い、考えをまとめる力 

○司会者や提案者などの役割を果たす力 

本単元で付けたい力 

 

・学級会などクラス全体での協議でも、互いの考えの共通点・相違点を話し合い、考えをま

とめることができる。 

・協議の目的や与えられた時間を意識して、司会マニュアルがなくても司会者や提案者など

になって協議を進行することができる。 

本単元で身に付けた力をもとに願う子ども達の変容 

 



６ 学習指導と評価の計画（５時間扱い） 

次 時 学習活動 学習内容 指導・支援（○）評価（◇）評価方法（・） 

第

一

次 
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①これまでの学級全体やグ

ループでの話合いを振り

返り、困ったことや難し

いと感じていることにつ

いて意見を出し合う。 

②学習課題を知る。 

 

 

 

 

 

③話し合いたい話題を出し

合う。 

 

④学習計画を立てる。 

 

 

⑤グループ協議のモデル

DVD を見て、考えを一つ

にまとめる話合いの仕方

を知る。 

 

 

 

 

 

 

 

⑥グループ協議をする。 

（１０分） 

 

 

 

・議題についての自分の意

見と理由を考え、短冊に

書く。 

・グループで話し合う。 

 

 

 

 

 

・話合いの課題の焦点化 

 

 

 

 

・学習課題の把握 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習計画の立て方 

 

 

・役割を意識した話合い

の仕方 

・共通点・相違点の見つ

け方 

・一つに考えをまとめる

話合いの仕方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・役割を意識した話合い

の仕方 

・共通点・相違点の見つ

け方 

・考えのまとめ方 

 

 

 

 

○これまでの話合いで、困ったことや難

しかったことを振り返り、この学習で

付けたい力を明確にする。 

 

 

○「めざせ！話合い名人！」を活用し、

話合いのめあてを意識できるように

する。手だて① 

 

 

 

○自分達の学校生活に関わる議題を設

定し、みんなで話し合いたいという意

欲を高める。手だて② 

○全員が司会者や提案者などの役割を

経験できるように、協議を６回行う。 

手だて⑤ 

○考えを一つにまとめる協議の仕方に

ついてモデルを提示し、考えのまとめ

方や、司会者や提案者の役割が理解で

きるようにする。手だて④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○意見交換タイムから始め、二つからス

キル①を使って一つに決められるよ

うにする。 

○「司会マニュアル」を活用し、司会者

や提案者などの役割が理解できるよ

うにする。手だて① 

○互いの考えの共通点や相違点を整理

しやすいように短冊やシールを活用

する。手だて⑤ 

グループ協議をして考えを一つにまとめよう 

～～４年１組 パワーアップ大作戦！！～～ 

 

議題① ２５分休みにグループで遊べる遊びを考えよう   

目的 男女がもっと仲良くなれる遊び 

考えを一つにまとめるスキル 

① 意見が対立したときに目的に応じてよりよい意見を選ぶ（フロア） 

② 意見のよさが合わせられるときに合体案を提案する（フロア） 

③ 少数だが反対意見があるとき折り合いをつけてまとめる（フロア） 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦話合いを振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○話合いを進行に沿って進められるよ

うに、各協議ごとに話合いが得意な児

童・苦手な児童が混ざるような６～７

人のグループを編成する。手だて⑤ 

○グループ協議でよかったところ・うま

くいかなかったところを発表させる。

特に、考えが一つにまとまらなかった

ところがあれば取り上げ、どのように

話し合えばよかったかをみんなで考

えることができるようにする。 

◇活動に興味をもち、互いの考えの共通

点や相違点を考えながら、進んで話合

いを行おうとしている。 

 ・観察・ワークシート  【ア－①】 

第

二

次 
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①話合いの課題点を振り返

る。 

②モデル DVD を見て、考

えを一つにまとめる話合

いの仕方を知る。 

 

③グループ協議をする。 

 

 

 

・議題についての自分の意              

見と理由を考え、短冊に

書く。 

・グループで話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・課題の明確化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・役割を意識した話合い

の仕方 

・共通点・相違点の見つ

け方 

・考えのまとめ方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○考えを一つにまとめる協議の仕方に

ついてモデルを提示し、考えのまとめ

方や、司会者や提案者の役割が理解で

きるようにする。手だて④ 

 

 

 

 

○グループ協議の前に、一人ひとりが自

分の考えをもてるようにワークシー

トを工夫し、活用する。手だて③ 

○「司会マニュアル」を活用し、司会者

や提案者などの役割が理解できるよ

うにする。手だて① 

○司会者、提案者には、事前に指導を行

う。 

○互いの考えの共通点や相違点を整理

しやすいように短冊やシールを活用

する。手だて⑤ 

○話合いを進行に沿って進められるよ

うに、各協議ごとに話合いが得意な児

童・苦手な児童が混ざるような６～７

人のグループを編成する。手だて⑤ 

 

 

 

 

 

 

議題② ろう下は右側を歩こうキャンペーンの取り組みを考えよう   

目的 クラスみんながもっと右側をあるくようになる取り組み 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ペアで相互評価をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤話合いを振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○二つのグループが交互に相手グルー

プの話合いを見て、相互評価をできる

ようにする。手だて⑥ 

◇司会者や提案者などの役割を理解し、

その役割を果たしている。 

・観察          【イ－①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○グループ協議でよかったところ・うま

くいかなかったところを発表させる。

特に、考えが一つにまとまらなかった

ところがあれば取り上げ、どのように

話し合えばよかったかをみんなで考

えることができるようにする。 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①グループ協議（１回目）

をする。 

 

 

 

・議題についての自分の意              

見と理由を考え、短冊に

書く。  

・グループで話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

②話合いを振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・役割を意識した話合い

の仕方 

・共通点・相違点の見つ

け方 

・考えのまとめ方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全グループが一斉に話合いを行う。 

○互いの考えの共通点や相違点を整理

しやすいように短冊やシールを活用

する。手だて⑤ 

○「司会マニュアル」を活用し、司会者

や提案者などの役割が理解できるよ

うにする。手だて① 

○グループ協議の前に、一人ひとりが自

分の考えをもてるようにワークシー

トを工夫し、活用する。手だて③ 

 

◇話合いの目的や進行に沿って、互いの

考えの共通点や相違点を出し合い、考

えをまとめている。 

・観察          【イ－②】 

 

 

評価の観点 

＜司会者＞ 

① 司会マニュアルに沿って、話合いを

進めることができたか。 

② にている点やちがっている点を考え

ながら話合いを進めることができた

か。 

③ 目的に向かって考えを一つにまとめ

られるように話合いができたか。 

④ 一人ひとりの意見を大切にして、意

見をまとめることができたか。 

⑤ 時間内に意見がまとめられたか。 

 

 

＜フロア＞ 

① 進行に沿って話し合うことができ

たか。 

② にている点やちがっている点を考

えながら話合いができたか。 

 

③ 目的に向かって意見が言えたか。 

 

④ 一人ひとりの意見を大切にできた

か。 

⑤ 時間内に意見がまとめられたか。 

議題③ グループの名前を考えよう 

目的 グループのよさを言葉に表した名前 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③グループ協議（２回目）

をする。 

 

 

 

※議題④については、意見

交換タイムまでとし、決

定タイム以降は次時で続

ける。 

 

 

 

 

 

・役割を意識した話合い

の仕方 

・共通点・相違点の見つ

け方 

・考えのまとめ方 

 

 

 

４ 

 

本

時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①本時の学習課題を確認す

る。 

②モデル DVD を見て、話

合いの仕方を確認する。 

③グループ協議（１回目）

をする。（議題④決定タイ

ムから） 

（１０分×２） 

 

④ペアで相互評価をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤グループ協議（２回目）

をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・課題の明確化 

 

 

 

・役割を意識した話合い

の仕方 

・共通点・相違点の見つ

け方 

・考えのまとめ方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・役割を意識した話合い

の仕方 

・共通点・相違点の見つ

け方 

・考えのまとめ方 

 

 

 

 

 

○考えを一つにまとめる協議の仕方に

ついてモデルを提示し、考えのまとめ

方や、司会者や提案者の役割が理解で

きるようにする。手だて④ 

○互いの考えの共通点や相違点を整理

しやすいように短冊やシールを活用

する。手だて⑤ 

 

○司会者・参加者の役割に沿った評価の

規準を明確にしたチェックシートを

活用する。手だて⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全グループが一斉に話合いを行う。 

○１回目の助言を意識して、話合いがで

きるようにする。 

○司会者には、事前に指導を行う。 

○互いの考えの共通点や相違点を整理

しやすいように短冊やシールを活用

する。手だて⑤ 

議題④ 雨の日にグループで遊べる遊びを考えよう  

  目的 男女がもっと仲良くなれる遊び 

評価の観点 

＜司会者＞ 

① 司会マニュアルに沿って、話合いを

進めることができたか。 

② にている点やちがっている点を考え

ながら話合いを進めることができた

か。 

③ 目的に向かって考えを一つにまとめ

られるように話合いができたか。 

④ 一人ひとりの意見を大切にして、意

見をまとめることができたか。 

⑤ 時間内に意見がまとめられたか。 

 

 

＜フロア＞ 

① 進行に沿って話し合うことができ

たか。 

② にている点やちがっている点を考

えながら話合いができたか。 

 

③ 目的に向かって意見が言えたか。 

 

④ 一人ひとりの意見を大切にできた

か。 

⑤ 時間内に意見がまとめられたか。 

議題⑤  あいさつキャンペーンの取り組みを考えよう 

  目的 クラスがもっとあいさついっぱいになる取り組み 



 

 

 

 

 

 

 

 

⑥話合いを振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

◇話合いの目的や進行に沿って、互いの

考えの共通点や相違点を出し合い、考

えをまとめている。 

・観察          【イ－②】 

第

三

次 

５ ①前時の話合いの課題点を

振り返る。 

 

②クラス全体で協議をす

る。 

 

 

 

・議題についての自分の意

見を短冊に書く。 

・クラス全体で話し合う。 

 

 

 

 

 

 

③話合いを振り返り、学習

のまとめをする。 

・課題の明確化 

 

 

 

 

 

 

 

・役割を意識した話合い

の仕方 

・共通点・相違点の見つ

け方 

・考えのまとめ方 

 

 

 

 

○グループでの話合いを生かし、学級全

体でも一つにまとめられるようにす

る。 

 

 

○司会者、提案者には事前に指導を行

う。 

○互いの考えの共通点や相違点を整理

しやすいように短冊やシールを活用

する。手だて⑤ 

○「司会マニュアル」を活用し、司会者

や提案者などの役割が理解できるよ

うにする。手だて① 

 

◇司会者や提案者などの役割を理解し、

その役割を果たしている。 

 ・観察          【イ－①】 

◇意見や理由を述べる際に用いる言葉

を知り、相手に応じて、適切な言葉を

使い分けている。 

・観察・ワークシート   【ウ－①】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議題⑥  文集のクラスページの内容を考えよう 

  目的 クラスの楽しかった思い出を残せる内容 



７ 本時の学習指導（４／５時） 

（１）目標 

  ○互いの考えの共通点や相違点を考えながら、話合いを行おうとする。 

（国語への関心・意欲・態度） 

  ○司会者や提案者などの役割を果たしながら、互いの考えの共通点や相違点を出し合い、考えをまと

めることができる。                           （話す・聞く能力） 

（２）仮説を具体化するための手だて 

  視点１ 

   手だて④ 

   ・考えを一つにまとめる協議の仕方についてモデルを提示し、考えのまとめ方や、司会者や提案者など

の役割が理解できるようにする。 

   手だて⑤ 

・互いの考えの共通点や相違点を整理しやすいように短冊やシールを活用する。 

・話合いを進行に沿って進められるように、協議ごとに話合いが得意な児童・苦手な児童が混ざるよう

な６～７人のグループを編成する。 

手だて⑥ 

・司会者・参加者の役割に沿った評価の規準を明確にしたチェックシートを活用する。 

（３）展開                

学習活動 学習内容 指導・支援（○）評価（◇）評価方法（・） 時間 

１ 本時の学習課題

を確認する。 

 

 

２ モデル DVDを見

て、話合いの仕方

を確認する。 

 

 

 

 

 

３ グループ協議 

（１回目）をする。 

  

 

 

（前時に途中まで行っ

た議題④の決定タイム

から続きを行う） 

・話し合うグループと

聞くグループに分か

れ、議題④について

話し合う。 

 

 

 

 

 

 

・考えを一つにまとめる話

し合い方                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・役割を意識した話合いの

仕方 

・共通点・相違点の見つけ

方 

・考えのまとめ方 

 

 

 

 

 

 

 

 

○考えを一つにまとめる協議の仕方につい

てモデルを提示し、考えのまとめ方や、

司会者や提案者などの役割が理解できる

ようにする。 手だて④ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○互いの考えの共通点や相違点を整理しや

すいように短冊やシールを活用する。    

手だて⑤ 

○話合いを進行に沿って進められるよう

に、協議ごとに６～７人の話合いが得意な

児童・苦手な児童が混ざるようなグループ

を編成する。手だて⑤ 

 

 

１ 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

 

 

２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループ協議をして、考えを一つにまとめる力をつけよう。 

議題④： 雨の日にグループで遊べる遊びを考えよう 

目的 男女がもっと仲良くなれる遊び 

二つの意見が似てい
るとき 
 
意見が対立したとき 
 
少数の反対意見が出
たとき 
 



・話合いグループと聞

くグループの役割を

入れ替え、再度議題

④の話合いを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ ペアグループで

相互評価をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・全体で協議④につい

ての振り返りをす

る。 

 

 

 

５ グループ協議 

（２回目）をする。 

 

 

 

・全グループが 

一斉に話合いを行

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・役割を意識した話合いの

仕方 

・共通点・相違点の見つけ

方 

・考えのまとめ方 

 

○司会マニュアルに沿って話合いを進め、

考えを一つにまとめることができるよう

にする。 

◇活動に興味をもち、互いの考えの共通点

や相違点を考えながら、積極的にグループ

協議に参加しようとしている。 

・観察           【ア－①】 

◇話合いの目的や進行に沿って、互いの考

えの共通点や相違点を出し合い、考えをま

とめている。 

・観察 ・ワークシート   【イ－②】 

 

 

 

 

  ○聞くグループは話合いグループとペ

アになって評価が行えるようにする。 

  ○司会者・参加者の役割に沿った評価

の規準を明確にしたチェックシート

を活用する。手だて⑥ 

  ○聞くグループは、まずペアの児童のよ

いところを見つけ、その後アドバイス

を伝えるようにする。 

  ○ペアの児童に伝え終わって、まだ時

間があるときは、話合いグループ全体

への助言ができるようにする。 

 

 

○グループ協議で、よかったところ、うま

くいかなかったところを発表させる。特

に、考えが一つにまとまらなかったところ

があれば取り上げ、どのように話し合えば

よかったかをみんなで考えることができ

るようにする。 

 

 

 

 

 

○議題④での助言を意識して、よりよい話

合いができるようにする。 

○互いの考えの共通点や相違点を整理しや

すいように短冊やシールを活用する。 

手だて⑤   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

○話合いの流れ 

・はじめの言葉 

・議題の提案 

・考え出し合いタイム 

・質問タイム 

・意見の整理 

・意見交換タイム 

・決定タイム 

・終わりの言葉 

議題⑤： あいさつキャンペーンの取り組みを考えよう 

目的 クラスがもっとあいさついっぱいになる取り組み 

評価の観点 

＜司会者＞ 

① 司会マニュアルに沿って、話合いを

進めることができたか。 

② にている点やちがっている点を考

えながら話合いを進めることがで

きたか。 

③ 目的に向かって考えを一つにまと

められるように話合いができたか。 

④ 一人ひとりの意見を大切にして、意

見をまとめることができたか。 

⑤ 時間内に意見がまとめられたか。 

 

 

＜フロア＞ 

① 進行に沿って話し合うことがで

きたか。 

② にている点やちがっている点を

考えながら話合いができたか。 

 

③ 目的に向かって意見が言えたか。 

 

④ 一人ひとりの意見を大切にでき

たか。 

⑤ 時間内に意見がまとめられたか。 



 

 

 

 

 

６ 本時の活動を振

り返る。 

・自己評価をする 

・全体で活動を振り 

返る 

７ 次時の学習を知

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇話合いの目的や進行に沿って、互いの考え

の共通点や相違点を出し合い、考えをまと

めることができる。 

・観察 ・ワークシート   【イ－②】 

 

○自己評価カードの②③④について、学ん

だことを全体に広め、共有できるようにす

る。 

 

 

○本時における話合いの反省点を踏まえ、

次時は学級全体で話合いを行うことを確

認する。 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

１ 

 

（４）板書計画 
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ֻ  Ӳ DVD 

֘  

司会（F） これから話合いを始めます。司会の○○です。よろしくおねがいします。今日は、「友だちの

よいところを見つけようキャンペーン」で何をするかについて話し合います。考えを一つにし

ぼります。時間は１５分間です。最初に提案者の E さん、提案理由をお願いします。 

 

提案者（E）はい。私が、「友だちのよいところを見つけようキャンペーン」を提案した理由は、友だちの

よさを見つけるとみんなともっと仲良くなれるし、クラスがよりよくなると思ったからです。 

 

ї ֻ  
司会（F） それでは、考え出し合いタイムに入ります。はじめに A さんお願いします。 

 

A   はい。ぼくは、よいところをカードに書いて渡したいです。わけは、カードをもらえると、もら 

った人はとてもうれしいと思うからです。 

 

F   私も、A さんと似ていて、よさを紙に書いて渡したいです。 

わけは、カードをもらうともっとがんばろうと思ってもらえると思うからです。ほかに同じ人は

いませんか。では、次に B さんお願いします。 

友達と同じ意見のときは、その時にカードを重ねて意見を言いましょう。 

 

B   はい。私は、みつけたよいところを紙に書いて紹介する掲示板を作りたいです。わけは、その 

よさをみんなに伝えたいからです。 

 

F   次に、C さんお願いします。 

 

C   はい。わたしは、よいところを言葉で友だちに伝えたいです。わけは、直接言葉で言われたほう 

が嬉しいと思うからです。 

 

F   次に、D さんお願いします。 

D   はい。私は、一日その人に注目していいところを見つけたいです。わけは、みんなで一日集中し 

て見るといろんなよさが発見できると思うからです。 

F   次に、E さんお願いします。 

 

E   はい。僕は、一人ひとり賞を考えたいです。わけは、一人ひとり○○賞と賞をもらえたら、嬉し 

いと思うからです。 

 

F   まだ考えをもっている人はいますか。 

全員  ありません。 

 

全員の考えが出たか確認しましょう。 

※テロップにておさえたところ 



ᵂ  
司会（F）それでは、質問タイムに入ります。何か今までに出た意見の中でわからなかったことはありますか。 

 

C   D さんの、その人に注目して見るということをもう少し詳しく教えてください。 

 

出た意見のイメージがわからなかったら質問しましょう。 

 

D   はい。たとえば、今日は○○さんの日と決めて、このグループみんなで○○さんを見て、その人 

のよさを見つけて、帰りの会などで発見したよさを伝えるイメージです。 

 

F   C さんどうですか。 

 

質問した人がわかったか確認しましょう。 

 

C   わかりました。 

 

F   他に質問はありますか。ないようですので、次に進みます。 

 

˧  
司会（F） 意見交換タイムです。賛成・反対を出す前に、今まで出た意見を整理します。今回は、「書 

いて伝えるもの」と「言葉で伝えるもの」に整理します。 

         ＜みんなで整理する＞ 

 

 

 

 

F  これでいいですか。 

全員 はい。 

似ている点やちがっている点を考えて、みんなで整理しましょう。 

 

F  では、みんなの考えに対して賛成意見を出してください。B さんどうぞ。 

B  はい。私は、掲示板に賛成です。わけはその人のよさをみんなに知らせることができるからです。 

 

C  はい。わたしは、カードに賛成です。わけは、毎日自分のよいところが書いてあるカードがもらえ 

たら嬉しいからです。 

 

 

＜書いて伝える＞ カード、掲示板、○○賞 

＜言葉で伝える＞ 直接伝える、注目して見る   に短冊を整理する。 



・・・・このように賛成意見と理由を出し合います。 

決定タイムの様子を見てみましょう。 

 

 

   意見が対立したとき（よりよい意見を選ぶ）  

ὑ  
＜机上には、カード と 掲示板 が対立している＞＜賛成シールが３対３の状態＞ 

A、C、D はカード B、E、F は掲示板 に賛成している。 

 

司会（F）カードは相手に直接渡せる良さがあります。掲示板には、友達のよさをたくさんの人に知らせ 

ることができるよさがあります。この２つの中から決めていいですか。 

全員 はい。 

司会は、２つの意見のちがいをはっきりさせてから話し合いましょう。 

 

F  では、どちらか一つに決めます。意見を発表してください。A さんどうぞ。 

 

A  はい。ぼくはカードに賛成です。わけは、ぼくはカードを作るのが好きだから、ポケモンカード 

みたいなのをいっぱい作りたいです。（△目的にそわない意見） 

F  今日の議題は、「友だちのよさを見つける方法」についてなのでそのことについて理由を言ってく 

ださい。 

 

今日の議題の目的は何かを意識して、発言しましょう。 

A  はい。ぼくは、カードに賛成です。わけは、カードをあげればみんなが喜んでくれると思う 

からです。 

 

F  よくわかりました。C さん、どうぞ。 

 

D  はい。私は、カードに賛成です。わけは、掲示板だとその人は持って帰ることができないけれ 

ど、カードならその人自身が持って帰ることができて、うれしいと思うからです。 

 

F  D さんは、どうですか。 

 

C  ん～、私は、掲示板はいやだな～。（△場に合った言葉づかいをしていない発言） 

 

F  話合いの言い方でもう一度意見と理由を教えてください。 

話合いで発言をするときは、意見と理由をしっかり伝えましょう。 

 



C  はい。私は、掲示板に反対です。わけは、カードのほうがもらったらうれしいと思うからです。 

だから、私はカードに賛成します。 

 

F  E さん、どうぞ。 

 

E  はい。ぼくは、カードに反対です。カードだとその人本人には渡せるけれど、みんなにはなかなか 

伝わらないと思うからです。 

だから、ぼくは掲示板に賛成です。わけは、みんなに知ってもらえるほうがその人はうれしいと思

うからです。 

２つの意見のちがっている点を考えて、よりよいと思う意見を言いましょう。 

 

F  B さん、どうぞ。 

 

B  はい。私も、掲示板に賛成です。わけは、E さんと似ていて、みんなに知ってもらえるとうれしい 

と思うし、知ってもらえればクラスみんなでその人のいいところに気がつけると思うからです。 

 

F  私も、掲示板に賛成です。わけは、みんなに知ってもらえるとその人もうれしいし、知ればもっと 

いいクラスになると思うからです。A さん、C さん、D さんは掲示板に反対していましたが、ど 

うですか。 

 

全員がなっとくしたかかくにんしましょう。 

 

C  私は、最初はカードがいいと思っていたけれど、みんなに知らせたほうがいいと思ったので掲示板 

に賛成です。 

 

A  ぼくも、カードで直接渡したかったけど、みんなの意見を聞いていてクラスのみんなに知らせたい 

と思ったので掲示板もいいと思います。 

 

D  私も賛成です。 

 

F  では、このグループは 掲示板に友だちのよさを書いて紹介するに決定します。 

全員 ＜拍手＞ 

   これで、話合いを終わりにします。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 意見のよさが合わせられるとき（合体案の提案） 

˧  

司会(F)  出た考えに対して意見を発表してください。 

A    はい。 

 

司会(F)  A さん。  ※以下、司会に指名されたら発表する。 

ぼくは、「○○さんの日」を決めるという意見に賛成です。１日にたくさんの人のよいところを見

つけようとしても、なかなか見つけられないと思うからです。 

 

E    はい。ぼくは、○○賞を決めるという意見に賛成です。自分がどんな賞をもらえるのか、 

    とてもわくわくすると思うからです。 

 

D     はい。私は、自分で提案した「○○さんの日」を決めるという意見に賛成です。よいところを 

たくさん見つけてもらえる人と、あまり見つけてもらえない人がいるとよくないと思うけれど、 

１日ずつだれの日かを決めていけば、全員のよいところを見つけられると思うからです。 

 

C    はい。ぼくも、「○○さんの日」を決めるという意見に賛成です。今日は自分の日になったら、

その人はとてもうれしいと思うからです。 

 

B    はい。私は、○○賞を決めるという意見に賛成です。その人のよいところをみんなで考えて賞

を贈るのは、とてもよい意見だと思ったからです。 

 

司会（F）はい。私も、B さんと同じで、○○賞を決めるという意見に賛成です。初め私は、よいところ

を紙に書いて渡すという意見を考えたのですが、それよりもいいアイディアだと思ったからです。 

 

ὑ  

司会(F)  「○○さんの日」を決めるという意見と○○賞を決めるという意見の２つに賛成意見が多いの

で、この２つに絞って決めていっていいですか。 

全員  いいです。 

決定タイムは賛成意見が出たものにしぼって、まとめていきましょう。 

司会(F)  では、どちらの意見がいいか発表してください。 

E   はい。ぼくは、「○○さんの日」を決めるという意見に反対です。その日しか、よいところが伝え

られないからです。それよりも、○○賞を決めてあげたほうが、みんなうれしいと思います。 

 

D   はい。○○賞というのは、どんな紙に書いて渡すのですか。（△話の進行に沿っていない発言） 

 

司会(F)  ちょっと待ってください。今は、２つの意見のどちらにするか決めているので、どんな紙に書

くかは、○○賞を決める意見に決まったら話し合いたいと思います。 

２つの意見について賛成、反対意見を言ってください。 

 



話の進行にそって意見を言いましょう。 

 

A    はい。ぼくは、○○賞を決めるという意見に反対です。わけは、その人のよいところのうち、

１つだけしかほめられないからです。だからぼくは、「○○さんの日」を決めるという意見に賛成

です。 

 

C    はい。わたしも、○○賞を決めるという意見に反対です。友達のよいところをたくさん見つけ

たほうがよいと思うからです。やはり「○○さんの日」を決めるという意見に賛成です。 

 

B    はい。○○賞を決めると１つだけしかほめられないという意見がでましたが、たくさんのよい

ところの中でも、とくにその人のよいところをみんなで話し合って○○賞に決めると、賞をもら

える人はうれしいと思います。 

 

C    はい。わたしは、１つだけほめてもらうよりも、たくさんよいところを言ってもらえたほうが

嬉しいです。 

     

〈間〉 

司会(F)  ２つの意見にそれぞれ賛成意見、反対意見が出て、１つに決定できません。あと５分しか協議

の時間がないので、考えを１つにまとめられる意見を発表できる人はいませんか。 

司会は、残りの時間を考えてまとめの意見が出るように進めましょう。 

 

D    はい。私は、２つの意見を合体したらいいと思います。今日は○○さんの日と決めて、たくさ

んよいところを言葉で伝えて、その中でもその人のよいところを○○賞と決めて、賞状を渡し

たらどうでしょうか。 

全員   あーあ、なるほど。いいね。 

 

C    はい。わたしも、D さんの意見に賛成です。２つの意見のよいところを合わせられるからです。

たくさんよいところを伝えられるし、その中でも一番よいところを○○賞でもらえたら、うれ

しいと思うからです。 

 

A    はい。ぼくも、この２つの意見だったら、その日は１人にしぼってよいところを見つけたり、

話し合ったりするところが似ているので、合体していいと思います。 

司会(F) ２つの意見を合体するという意見が多いので、合体する意見に決めていいですか。 

全員  いいです。 

司会(F) では、このグループは「○○さんの日」を決めてよいところをたくさん伝え、○○賞を決めると

いう意見に決定します。 

全員   〈拍手〉 

司会(F) これで話合いを終わりにします。ありがとうございました。 

 

２つの意見のよいところを合わせられるときや、２つの意見が似ているときは、

意見を合体しましょう。 


